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学位取得論文要旨「ホームレス状態からの「脱却」と「場」による支援」／後藤広史
●学位取得論文要旨
ホームレス状態からの「脱却」と「場」による支援
一「形式的な脱却｣から「実質的な脱却｣に向けて－
1．研究の背景と目的
わが国では1990年前後から、いわゆる「ホーム
レス」と呼ばれる人々が急増した。それをうけて
2002年に「ホームレスの自立の支援等に関する特
別措置法」が成立し、ホームレス対策が本格化し
た。ホームレスに対する施策が拡充したことによっ
て、少なくないホームレスがその状態からの「脱
却」を果たして地域生活を再開させている。しか
しその一方で、ホームレス状態を「脱却」した人々
がさまざまな生活上の問題を抱えながら、地域の
中で孤立し、しばしば再ホームレス化しているこ
とも報告されている。これらの報告は、ホームレ
ス対策が、単なる所得の保障や住宅の確保を目指
すだけでは不十分な場合があることを示している。
本研究の目的は、ホームレス状態を「脱却」し
た人々に対する調査を通して、ホームレス状態の
｢脱却」が必ずしも実質的な意味での「脱却」に至
らない場合があることを明らかにし、またその要
因を検討したうえで、そのような「脱却」が「日
常生活における親密な人間関係の形成」および「自
尊感情の回復」とともに進められていくような｢場」
とそれを介した支援の意義を考察することである。
2研究の視点と方法
本研究では、上記の目的のために次の4つの作業
を行った。まず第一に、「社会的排除論」に依拠
しながら、ホームレス状態に至る排除のプロセス
を3つの側面に、「脱却」の段階を3つの段階に整理
した。すなわち、①職業・住居の喪失、社会の構
成員としての存在証明からの排除、②家族や友人
など親密な人間関係からの排除・離脱、③自尊感
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情の喪失と自分自身からの排除、である。図lは
この枠組みを示したものである。またホームレス
状態からの「脱却」を、①居所や職業、社会制度
による収入の確保と社会の構成員としての資格の
回復、②日常生活における親密な人間関係の形成、
③自尊感情の回復、の3つの段階として示し、①を
｢形式的な脱却」の段階､②③と進むことにより「実
質的な脱却」が実現すると仮定した。また①だけ
でなく②③の実質的な脱却を実現するために、「場」
を提供するという支援の方法が有用であるとの仮
説を提示した（図2)。第二に、ホームレス問題の
概要とこの間のホームレス対策の成果を整理する
作業を通して、第一に示したホームレス状態に至
る排除のプロセスの側面を確認するとともに、ホー
ムレス対策の課題について検討した。第三に、ホー
ムレス状態から「脱却」したと考えられる人々の
生活状況と人間関係の実態を量的・質的なデータ
図1ホームレス状態に至る社会的排除の3側面
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･居所や職業、社会制度による収入の確保とフォ
ーマルな社会の構成員としての資格の回復
公的施策による支援I
第一段階
･日常生活における親密な人間関係の形成
第二段階
･自尊感情の回復
第三段階
図2ホームレス状態の脱却の3段階と支援
を用いて明らかにし、対象者のホームレス状態の
｢脱却」の段階が、本研究で仮定した三つの段階の
どの段階に留まっているのかを確認するとともに、
その要因を検討した。第四に、第三の結果をふま
え、筆者が関わってきた民間支援団体が提供する
｢場｣、およびそこを利用するホームレス状態を「脱
却」したと考えられる人々を事例として、「場」が
あることで「脱却」の段階がどのように進んでい
るのか確認するともに、「場」のあり方について検
討した。
3．論文の構成
本論文の構成は以下の通りである。
序章ホームレス状態からの「脱却」と支援
第一章ホームレス問題と政策的対応
第二章ホームレス状態を「脱却」した人々の生
活状況と人間関係
第三章ホームレス状態を「脱却」した人々の多
様性
第四章「場」による「脱却」の段階の進化
終章総括一「場」の保障に向けて
4．論文の内容
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(形式的な脱却の支援）
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｢場」の提供による支援
(実質的な脱却の支援）
第一章では、既存の大規模なホームレスに対す
る実態調査と筆者が独自に行った調査を用いて、
1990年以降のホームレス数の推移とその特徴、お
よびホームレス化の要因について整理した。その
結果彼らは、ホームレス状態に至る過程で職業上
の地位が不安定になる傾向にあること、またその
ことと前後して家族関係、友人・知人関係といっ
た日常生活における親密な人間関係からの排除．
離脱を経てホームレス状態に至っていることが明
らかになった。特に住居不安定就労者（｢ネットカ
フェ難民｣）の場合､家族や友人との関係の解消が、
直接的な契機となってホームレス状態に至ってい
ることが明らかとなった。次にこうした点をふま
えて、現行のホームレス対策の成果と課題につい
て検討した。現行のホームレス対策は、「就労支援
や生活保護制度により、最低限度の収入と安定し
た住居を確保する」ということを狙いとする、す
なわち形式的なホームレス状態の「脱却」（第一段
階）を支援するものであるが、施策利用後のデー
タを見る限り、実質的な脱却に進んでいくような
ものではなかった。そこで実質的なホームレス状
態からの「脱却」（｢日常生活における親密な人間
関係の形成（第二段階)、自尊感情の回復（第三段
階)」を実現するための支援のあり方を検討してい
く必要があることを指摘した。
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第二章･第三章では、ホームレス状態から「脱却」
したと考えられる人々の生活状況と人間関係の実
態を量的・質的なデータを用いて明らかにし、対
象者のホームレス状態の「脱却」の段階が、本研
究で仮定した三つの段階のどの段階に留まってい
るのかを確認するとともに、その要因を検討した。
まず第二章では、ホームレス状態から更生施設
の利用を経て、生活保護を受給しながらアパート
等で生活する人々（単身男性）に対して行った量
的調査を分析した。ここでは、次の3点を明らかに
することを課題とした。すなわち、①ホームレス
状態を「脱却」した人々の生活状況と人間関係の
実態を把握する､②ホームレス状態を脱却した人々
の生活状況と人間関係の実態は類型ごとにどのよ
うに異なるのか検討する、③ホームレス状態を脱
却した人々の生活状況と人間関係の実態が類型ご
とに異なる要因を検討する、の3点である。
①については、働いている人々の7割が一人の職
場で働いていること、地域の中で参加している活
動がほとんどないこと、普段（日中）過ごす場所
は「自宅｣、「散歩・散策｣、「公共施設」などが中
心であることが明らかになった。また人間関係に
ついては、「友人・知人」以外のインフォーマルな
関係が概して希薄であることが明らかになった。
また、そのことを反映してソーシャルサポートの
提供者は、CW等の制度を介したフォーマルな関係
に偏っていた。これらのことは、対象者の多くが、
ホームレス状態「脱却」後も、親密な人間関係を
形成できていないという意味で、その「脱却」が
形式的な脱却（第一段階）に留まっていることを
示唆するものであった。生活上の問題については、
少なくない人が「生活費などのお金が足りなくな
くなった（なることがある)｣、「話し相手がいなく
て寂しかった（寂しい)」などの問題を抱えている
ことが明らかになった。このように彼らが抱える
生活上の問題の多くは、専門家の関わりが必要と
されるものというよりは、地域の身近なところで
日常的、個別的に関わりをもつ人がいて初めて発
見・解決されるような性格のものであった。また、
それら生活上の問題を持つ人の割合は、地域生活
移行後の時間的経過を経ても変化がみられなかつ
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た。このことは、彼らが抱えるそれらの問題が一
過性のものではないこと、また自助努力では解決
困難なものであることを示唆するものである。
②については、「仕事の有無（形態)」と、「普段
過ごす場所」という変数を用いて、対象者の中か
ら特徴的な3類型（｢職場型｣、「自宅型｣、「福祉型｣）
を抽出し、類型ごとに対象者の生活状況と人間関
係の実態を詳しく分析した。この結果、デイサー
ビスセンターや作業所など、通所型の福祉サービ
スの利用している「福祉型」の人々は、ソーシャ
ルサポートの提供者が相対的に多いことが明らか
になった。
③については、以上のことから彼らの人間関係
の実態を分析するうえでは、地域のどのような場
所を行き来しているか（できるのか）ということ
が重要である。先に挙げたデイサービスセンター
や作業所は、「(介護認定を受けた）高齢者｣、「障
害者」として認定されて初めて利用できるため、
その意味では、ホームレス状態を「脱却」した人々
が、どのような社会福祉の対象として地域に再参
入するかがによって人間関係の実態が異なる可能
性がある。
第三章では、前章のアンケート調査の後に行っ
たインタビュー調査のデータを利用して、前章の
類型ごとの典型的事例の分析を行い、対象者の生
活状況と人間関係についてさらに掘り下げて検討
した。これにより、前章で明らかになった類型ご
との特徴があるだけでなく、各類型を貫いてみら
れる共通点があることがわかった。具体的には、
量的調査ではソーシャルサポートの提供者として
挙げられていたCWとの関係が、インタビューで
は必ずしも良好ではないことが浮き彫りにされた。
この背景として、CWが担当しているケース数が過
剰であること、CWの保護受給者の担当を地区ごと
に割り振っていること、CWの在職年数がきわめて
短いことといった要因が示唆された。他方で、当
事者自身もCWに対して「警戒｣、「迎合｣、「不信」
を抱いており、このためCWとの関係は深まってい
かない傾向がある。これらの結果は、前章の量的
調査の結果の解釈に再考を迫るものである。
最後に、第二章の結果も踏まえ、ホームレス状
態の「脱却」の段階が進んでいかない要因につい
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て考察した。ホームレス状態からの「脱却」が進
んでいかない要因として、第一に「インフォーマ
ルな関係の形成を阻害する外的な要因」が見出さ
れた。具体的には、彼らは、低位な学歴、中高年、
職歴の長期にわたる不安定さ、それらに起因する
スキルのなさといった要因から、たとえば短時間
で、1人で行う清掃業務のような仕事にしか就け
ない。また、生活保護制度によって居住地区が限
定されてしまい､時として「なじみのない」地域や、
施設から遠く離れた場所で居所を構えなくてはい
けなくなることがあった。このため、就職や地域
への居住が達成されても、これらを拠点として人
間関係を広げていくまでには至っていなかった。
第二に、このような外的な要因に加えて、当事者
自身があえて他者との関係を深めることを回避す
るために、親密な関係が深まっていかないことが
指摘された。インタビュー調査では、あえて一人
の職場を選ぶ、現在の状況を知られたくないので
｢親密な人間関係の形成・回復から逃げる」という
ような表現がしばしば見いだされた。また、当事
者同士の付き合いが時として金銭トラブルなどに
発展することもあり、この場合は自発的に「人間
関係を壊す」ことを選択することもある。これら
の結果、「自尊感情の喪失」や「自分自身からの排
除」に向かう傾向も示唆された。この傾向は、自
他ともに働くことに対するプレッシャーが強い「自
宅型」に顕著であった。
第四章では、筆者が関わってきた東京のいわゆ
る山谷地域にある民間支援団体（｢山友会｣）が提
供する「場｣、およびそこを利用するホームレス状
態を「脱却」したと考えられる人々を事例として、
｢場」があることで「脱却」の段階がどのように進
んでいるのか検討するともに、「場」のあり方につ
いて考察した。ここではこれまでの議論をふまえ、
ホームレス状態を脱却した人々の中でも「自宅型」
の人々のインタビュー結果を分析し、上記の課題
について検討した。
彼らの多くは、山友会の提供する「場」に「暇
つぶしに」通うようになったと述べるが、同時に
この「場」は彼らにとっての「拠り所」としても
表現されている。さらに、この「場」が同じ境遇
の者同士が集う「場」であることからくる安心感
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に言及した人も少なくなかった。実際に、「場」で
は、当事者同士の「距離を置いた親密な人間関係」
が形成されていた。またインタビュー対象者のう
ち少なくない人が、「場」でボランティア活動を
行っており、これを「役割」として認識していた。
そしてこの「役割」を「場」で形成された親密な
関係の中で遂行することによって、「自尊感情」が
回復している様子がみられた。これらのことから、
ホームレス状態の「脱却」の段階が、「場」を利用
することによって第二段階、第三段階へと進みつ
つあることが確認された。次にホームレス状態の
｢脱却」の段階を進めるための「場」に求められる
条件について、同じくインタビューをもとに検討
した。その結果「場」に①「支援者がいること｣、
②｢事情を知っている人の存在があること｣､③｢『仕
事」ができる仕組みがあること｣、「場」が④「住
まいの近くにあること｣、⑤「出入り自由であるこ
と」といった5つの条件が必要であることが明らか
になった。またその条件を具現化するための取り
組みとして、「『脱却』後に『場』が身近にあるた
めの取り組み｣、「｢場』の量的拡大」が求められる
ことを指摘した。
終章では、これまでの議論を整理するとともに、
本研究の問題点と、今後の課題について述べた。
本研究は、サンプリングの問題から使用したデー
タに偏りがある。また四章で扱ったフィールドも
やや特殊な地域であるために、知見の一般化とい
う点では課題が残る。しかし本研究は、ホームレ
ス状態からの「脱却」を段階的に把握することに
よって、ホームレス状態の「形式的な脱却」から、
｢実質的な脱却」を実現することが必要な点を明確
にし、またこれを進めていく上で、民間支援団体
が提供する「場」とそれを介した支援が有用であ
ることを実証的に明らかにして、ホームレス支援
のゴールと手法をある程度明確に設定できたので
はないかと考える。
なお、「場」を介した支援の有用性については、
ホームレス問題に限らず､近年提起されている「生
活困窮者」支援においても実践されている。これ
ら他の問題領域の実践をも視野に入れつつ、支援
のあり方をさらに検討することが課題として残さ
れている。
